
３Ｍ、Bair Hugger、ベアーハガーは、３Ｍ社の商標です。

よくある質問 　4

Q
A

モデル775本体のエアーフィルタは、交換する必要がありますか？ 
また、どれくらいの頻度で交換すればよいですか？

エアーフィルタは、定期交換が必要です。500 時間使用毎、
または500時間に満たない場合でも12ヶ月毎に交換してください。
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［ 質問 ］

［ 答え ］

フィルタ交換を怠ると、風量が減少し、
適正な患者加温ができなくなるおそれがあります 。

３Ｍ™ ベアーハガー™ 
ペーシェントウォーミング 
モデル775

３Ｍ™ ベアーハガー™ エアーフィルタ 90047  モデル750、775共通

ラベル、フォーム材の位置を確認して
表裏を間違えないようにセットしてください。

ラベル
フォーム材

カバー

本体の液晶画面で、累積作動時間数を確認することができます。

1 」イバンタス「 . モードから「室温」ボタンを押す。
2 」択選能機「 . ボタン（ベアーマーク）を3秒間押し続ける。
3. 液晶画面に「Hours」の文字が表示され装置の

累積作動時間が表示されます。
4. 60秒後、または「機能選択」ボタン（ベアーマーク）を押す

と「室温」の温度表示にもどります。

累積作動時間の確認方法

「室温」ボタン

「スタンバイ」ボタン

「機能選択」ボタン

交換時期を過ぎた
フィルタは目詰まりを
おこしています。

同梱されているラベルに日付と累積作動時間や次回交換時間を記載し
装置本体の見やすい場所に貼用してください。必要に応じて、点検記録表等にも
フィルタ交換の日付とアワーメータの累積作動時間を記入してください。

フィルタは、本体の底面にセットされています。
1. 本体底面カバーの前後 2 ヵ所のネジを緩め、カバーを外します。
2. 古いフィルタを取り外し、新しいフィルタをセットします。
3. カバーを元の位置に付けて交換完了です。

フィルタ交換の方法

専用ローリングカートにセットされて
いる状態でもフィルタ交換が可能です。

古いフィルタは、各自治体または施設の基準に従って廃棄してください。
洗浄再利用はできません。

３Ｍ™ ベアーハガー™ エアーフィルタ 90047

排気方向が後ろ向きになるように
セットしてください。

《別売り》


